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　市内の指定文化財を巡る「ノルディックウオー
ク」を 7月・11 月・30 年 3 月に開催します。そ
れぞれのコースで見ることができる指定文化財に
ついて、連載しています。
　今月は新宮山と、市指定文化財の星田村絵図を
紹介します。
問 い合わせ　社会教育課文化財係（℡  893・8111）
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新
宮
山
は
標
高
65
㍍
の
小
山
で
、
山
頂
に
は

明
治
時
代
初
期
ま
で
、「
新
宮
山
八
幡
宮
」が
祀

ら
れ
て
い
ま
し
た
。祀
ら
れ
た
明
確
な
時
期
は

不
明
で
す
が
、
13
世
紀
後
半
に
石
清
水
八
幡
宮

の
分
霊
を
勧
請
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
宮
の
石
清
水
八
幡
宮
に
対
し
て
、
新
し
い
宮

と
い
う
意
味
で
、
新
宮
山
八
幡
宮
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
宮
山
八
幡
宮
の
北
側
に
あ
っ
た
宮

寺
「
愛あ

い
ぜ
ん
り
つ
い
ん

染
律
院
」
の
梵
鐘
に
刻
ま
れ
た
銘
文

（
１
７
５
４
年
）
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
中
期
、
新
宮
山
八
幡
宮
の
大
社
の
そ

ば
に
は
、6
つ
の
小
社
と
、愛
染
律
院
を
は
じ
め
6
つ
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
て

い
た
と
あ
り
、そ
の
隆
盛
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ら
の
寺
社
も
次
第
に
衰
退
し
、新
宮
山
八
幡
宮
は
明
治
5
年

（
１
８
７
２
年
）に
廃
さ
れ
、星
田
神
社
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
新
宮
山
に
は
、鎌
倉
時
代
の
五
輪
塔
の
一
部
と
、室
町
時
代
後
期
の

宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

筐
印
塔
が
残
り
、そ
の
歴
史
の
古
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

旗掛け松

　明治初期まで、新宮山八幡宮の山頂本殿前に、松の大
木があり、「旗掛け松」と呼ばれていました。
　慶長 20 年（1615 年）５月５日、大坂夏の陣で東高野街
道を南下した徳川家康が星田に宿営し、新宮山に本陣を
置いた際に、この老松に軍旗を掛けたのがその名の由来
です。

新宮山八幡宮新宮山八幡宮
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（星田公園）

　

星
田
村
の
絵
図
は
、「
元
禄
十
年
星

田
村
絵
図
」「
天
保
十
四
年
星
田
村
絵

図
」「
星
田
村
大
絵
図
」
の
3
点
が
、
平

成
18
年
に
市
指
定
文
化
財
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
「
元
禄
十
年
星
田
村
絵
図

（
１
６
９
７
年
制
作
）」（
上
写
真
）
は
、

星
田
地
区
に
現
存
す
る
最
古
の
絵
図

と
さ
れ
、
星
田
集
落
の
中
央
上
手
に

は
、
新
宮
山
八
幡
宮
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　

村
絵
図
は
地
図
と
し
て
は
大
ま
か

な
も
の
で
す
が
、
集
落
や
道
、
田
畑
や

河
川
な
ど
、
当
時
の
景
観
や
様
子
が
分

か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

星田村大絵図
（江戸時代末期ごろ制作）

天保十四年星田村絵図
（1843 年制作）

『星田名所記』より


